
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て

平平平平平平
成成成成成成
１１１１１１４４４４４４
年年年年年年
度度度度度度
のののののの
効効効効効効
果果果果果果
額額額額額額
はははははは

約約約約約約
２２２２２２
億億億億億億
２２２２２２
千千千千千千
７７７７７７
００００００
００００００
万万万万万万
円円円円円円

事
務
事
業
の
見
直
し

�
事
務
経
費
の
節
減

▼
資
料
や
配
布
印
刷
物
を
外
注
せ

ず
庁
内
で
印
刷
▼
各
種
職
員
研
修

や
専
門
研
修
の
講
師
を
市
職
員
で

対
応
▼
手
洗
い
の
元
栓
調
整
と
冷

房
機
器
の
稼
動
調
整
で
節
水
を
実

施
▼
車
検
に
必
要
な
軽
自
動
車
税

の
納
付
済
通
知
書
を
除
き
、市
税

な
ど
の
口
座
振
替
納
付
済
通
知
を

廃
止

�
事
務
事
業
の
改
善

▼
入
札
制
度
の
改
善（
低
入
札
価

格
調
査
制
度
を
活
用
）▼
１
課
１

改
善
の
実
施（
事
務
処
理
の
機
械

化
に
よ
る
効
率
化
と
事
務
の
簡
素

化
に
よ
る
経
費
削
減
、施
設
運
営

の
改
善
に
よ
る
効
率
化
と
経
費
削

減
、工
事
の
資
材
改
善
に
よ
る
経

費
削
減
）▼
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

導
入（
市
の
財
政
運
営
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、平
成
１３
年
度
決
算

ま
で
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成・

公
表
）▼
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に

基
づ
く
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
推
進（
電
気
や
燃
料
の
消

費
量
と
紙
の
使
用
量
を
抑
制
）

行
政
組
織
・
機
構
の
見
直
し

�
組
織
・
機
構
の
簡
素
・
合
理
化

▼
組
織
の
統
・
廃
合
と
職
員
の
適

正
配
置（
行
政
の
総
合
力
の
強
化

と
円
滑
な
事
務
の
執
行
を
図
る
た

め
、平
成
１４
年
１０
月
１
日
に
組
織

機
構
を
改
正
）

�
政
策
形
成
・
総
合
調
整

機
能
の
充
実

▼
総
合
的
な
政
策
・
意
思
決

定（
平
成
１４
年
１０
月
１
日
の

組
織
機
構
の
改
正
で
、総
合

政
策
部
を
設
置
し
、政
策
調

整
課
を
新
設
）▼
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
活
用
と
設
置・

運
営
の
適
正
化（
早
期
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
行
政
課
題
の
推
進
を
図

る
た
め
、４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
）

行
政
の
情
報
化
の
推
進
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

▼
端
末
機
の
Ｏ
Ａ
ソ
フ
ト
活
用
に

よ
る
事
務
処
理
の
効
率
化（
条
例

等
検
索
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
に
搭
載
し
、事
務
処
理
の
効

率
化
を
推
進
）▼
情
報
公
開
の
推

進
と
情
報
保
護
対
策
の
充
実

定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化

▼
一
般
事
務
職
員
の
新
規
採
用
の

見
合
せ
や
退
職
者
の
後
任
補
充
の

抑
制
な
ど
で
、平
成
１４
年
度
は
１０

人
の
純
減
と
な
り
、平
成
９
年
度

か
ら
合
計
で
７３
人
を
減
員

公
共
施
設
の
設
置
と

管
理
運
営
の
適
正
化

▼
入
間
野
小
学
校
の
敷
地
に
学
童

保
育
室
を
設
置

行
財
政
改
革
の
効
果
額
を
貴
重

な
財
源
と
し
て
、重
点
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
、限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
多
様
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、新

た
な
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、現
在
そ

の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
行
財
政
改
革
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
へ
内
線
７
０
５
２

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
成
果
と

平
成
１４
年
度
の
主
な
取
組
結
果

市
で
は
、行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
状
況
の
中
、事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、平
成
８
年
度
か
ら
１４
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。今
月
は
、第
２
次
行
財
政

改
革
大
綱
の
成
果
と
平
成
１４
年
度
の
主
な
取
組
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第２次行財政改革大綱に基づく具体的推進項目は、平成８年度か
ら１４年度までに、１２０項目のうち９８項目（８２％）が進捗し、約１９億１
千万円の経費節減などの効果を上げました。

進捗状況

行財政改革の効果額 （単位：千円）

※効果額は、具体的に実施した事業の効果を金額で表したもので、千円以下を四捨五入した

職員の定員管理状況 （単位：人）

合 計
１，９１６，３５７

１４年度
２２７，５５８

１３年度
２７１，２１５

１２年度
４２６，８７６

１１年度
３３７，３３２

１０年度
２７２，５４３

９年度
２９１，４６２

８年度
８９，３７１

年度
効果

合 計

△７３

１４年度
１，３０９
△１０

１３年度
１，３１９
△１１

１２年度
１，３３０
△９

１１年度
１，３３９
△１８

１０年度
１，３５７
△１８

９年度
１，３７５
△７

８年度
１，３８２

年度
職員実数
削減数

未実施件数（率）
８（１４％）
２（２２％）
０（０％）
１（９％）
５（２８％）
６（４３％）
２２（１８％）

進捗件数（率）
５１（８６％）
７（７８％）
９（１００％）
１０（９１％）
１３（７２％）
８（５７％）
９８（８２％）

件 数
５９
９
９
１１
１８
１４
１２０

項 目
事務事業の見直し
行政組織・機構の見直し
定員管理と給与の適正化
職員の能力開発等の推進
行政の情報化の推進と行政サービスの向上
公共施設の設置と進行管理の適正化
合計

■
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
成
果
と
平
成
１４
年
度
の
主
な
取
組
結
果

第第第第第第２２２２２２次次次次次次行行行行行行財財財財財財政政政政政政改改改改改改革革革革革革大大大大大大綱綱綱綱綱綱のののののの成成成成成成果果果果果果
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お
知
ら
せ

市
税
の
休
日
納
税

相
談
窓
口
を
開
設

当
日
は
、市
税
の
納
付
や
口
座

振
替
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

平
日
に
市
役
所
や
金
融
機
関
に
納

付
や
手
続
き
に
行
く
時
間
が
な
い

方
な
ど
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
１０
月
１８
日
�
、９
時
〜
１６
時

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
１

補
助
し
ま
す

河
川
に
や
さ
し
い
雨
水
利
用

雨
水
を
貯
留
し
、生
活
水
と
し

て
利
用
す
る
雨
水
タ
ン
ク
や
、地

ま
す

下
へ
し
み
込
ま
せ
る
浸
透
桝
を
設

置
す
る
方
に
、か
か
っ
た
費
用
の

２
分
の
１
以
内
を
補
助
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
在
住
で
、自
分
の
居
住

用
住
宅
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
方

限
度
額
雨
水
タ
ン
ク
３
万
円
、浸

ま
す

透
桝
４
万
円

問
合
せ
雨
水
対
策

課
へ
内
線
２
１
５
２

平
成
１６
年
版
埼
玉
県
民

は
ん

ぷ

手
帳
を
頒
布
し
ま
す

頒
布
日
１０
月
１７

日
�
か
ら

頒

布
場
所
市
役
所

行
政
資
料
室

規
格
・
価
格
▼

大
型（
１４
×
８
・

５
�
）…
５
０
０
円
▼
小
型（
１１
×

７
�
）…
４
０
０
円
▼
パ
レ
ッ
ト

（
１６
×
８
・
５
�
）…
５
０
０
円

問
合
せ
総
務
課
へ
内
線
３
５
３
４

元
軍
人
・
軍
属
な
ど
の
皆
さ

ん
に
弔
慰
金
、見
舞
金
を
支
給

対
象
特
別
永
住
者
と
し
て
日
本
に

永
住
し
て
い
る
、朝
鮮
半
島
・
台
湾

出
身
の
方（
帰
化
し
た
方
を
含
む
）

で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
▼
先
の
大
戦
で
旧
日
本
軍
の
軍

人
・
軍
属
な
ど
と
し
て
戦
死
し
た

方
の
遺
族
▼
先
の
大
戦
で
旧
日
本

軍
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
と
し
て
公

務
傷
病
に
か
か
り
、重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
方（
重
度
戦
傷
病

者
）▼
平
成
１３
年
３
月
３１
日
以
前

に
死
亡
し
た
重
度
戦
傷
病
者
の
遺

族

申
込
み
平
成
１６
年
３
月
３１
日

ま
で
に
福
祉
課
へ
内
線
１
５
１
１

救
命
講
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
表
彰

次
の
方
は
、市
内
で
開
催
さ
れ

た
救
命
講
習
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
、応
急

手
当
普
及
活
動
の
啓
発
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

▼
宇
田
川
肇
氏（
狭
山
台
）▼
高
安

昭
文
氏（
中
央
）
問
合
せ
消
防
総

務
課
へ
�
９
５
３
‐
７
１
１
２

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

１０
月
１９
日
�
、

９
時
か
ら
上
奥

富
運
動
公
園
の

仮
設
消
防
訓
練

場
で
、第
６
回

狭
山
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大

会
を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
、小
型

動
力
ポ
ン
プ
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
２１
チ
ー
ム
が
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、規
律
・
節
度
・
標
的
を
倒

す
ま
で
の
時
間
を
競
い
ま
す
。皆

さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
消
防
総
務
課
へ
�
９
５
３

‐
７
１
１
２

１１
月
３
日
、茶
の
花
号

を
臨
時
運
行
し
ま
す

福
祉
循
環
バ

ス
茶
の
花
号
は

月
曜
日
が
運
休

で
す
が
、１１
月

３
日（
文
化
の

日
）は
、南
・
北
・

東
南
コ
ー
ス
を

臨
時
運
行
し
ま
す
。ど
な
た
で
も

ご
乗
車
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
高
齢
者
福
祉
課
へ
内
線
１

５
７
２

主に市からのお知らせを掲載します。定員
は原則として先着順、「場所」の記載がない催
しは、問合せ先が会場となります。
狭山市役所の所在地
〒３５０‐１３８０ 狭山市入間川１‐２３‐５
�０４２‐９５３‐１１１１ �０４２‐９５４‐６２６２
公式ホームページ http://www.city.sayama.saitama.jp/
モバイルサイト http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
３
２
０
万
円
以
上
に

緑
の
募
金
法
に
基
づ
き
、埼
玉
県
緑
化
推
進
委

員
会
が
実
施
し
た「
緑
の
募
金
」に
３
２
０
万
５
千

８
４
６
円
も
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の

募
金
は
公
園
な
ど
身
近
な
緑
の
緑
化
推
進
事
業

や
、緑
地
の
取
得
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

問
合
せ
緑
の
保
全
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内

線
３
６
７
４
か
埼
玉
県
緑
化
推
進
委
員
会
へ
�
０

４
８
‐
８
２
４
‐
５
９
７
８

写真はパレット

１０
月
１
日
付
狭
山
市
人
事（
課
長
職
以
上
を
掲
載
）

部
長
職

総
合
政
策
部
長
志
村
修
司

福
祉
部
監（
特
別
会
計
担
当
）荒
井
雄
二

教
育
次
長
岸
一
身

消
防
長
牛
窪
忠
洋

上
下
水
道
部
長
宮
岡
輝
雄

議
会
事
務
局
長
�
野
良
一

次
長
職

市
民
部
次
長（
生
涯
学
習
支
援
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
・
責
任
者
、同
リ
ー

ダ
ー
兼
務
）増
嶋
長
次

課
長
職

総
合
政
策
部
副
参
事（
総
合
計
画
担
当
）

横
田
秀
雄

秘
書
課
長
名
雲
康
仁

財

政
課
長
向
野
康
雄

市
民
部
副
参
事（
農

政
担
当
）山
�
照
夫

教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
長
仲
川
和
光

問
合
せ
職
員
課
へ
内
線
３
５
１
１

■
暮
ら
し
の
情
報（
緑
の
基
金
に
３
２
０
万
円
／
１０
月
１
日
付
狭
山
市
人
事
／
お
知
ら
せ
）

広報さやま ２００３．１０．１０号
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